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テンジクダイ科魚類 7種の屋久島における初記録

吉田朋弘 1・藍澤正宏 2・本村浩之 3

1〒 890–0065　鹿児島市郡元 1–21–30　鹿児島大学総合研究博物館（水産学研究科）
2〒 100–8111　東京都千代田区千代田 1–1　宮内庁

3〒 890–0065　鹿児島市郡元 1–21–30　鹿児島大学総合研究博物館

　はじめに

テンジクダイ科（Apogonidae）は世界で約 23

属 273種（Nelson, 2006），日本国内からは 18属

96種が知られている（Matsuura and Tachikawa, 

1994；林 , 2000, 2004；Mabuchi et al., 2003, 2004；

吉郷・吉野，2004；宮原ほか，2005；Greenfield 

et al., 2005；渋川ほか，2007；Fraser, 2008；Fraser 

and Allen, 2010；Yoshida et al., 2010）．

屋久島におけるテンジクダイ科魚類の報告は

Jordan and Starks（1906: Amia notataとして）が報

告した Apogon notatusが初めてである．その後，

新井・井田（1975）は屋久島の北西に位置する楠

川にて採集された標本に基づき 2属 4種を報告し

た．市川ほか（1992）は水中観察によって確認さ

れた 3属 10種を報告したが具体的な地名などは

記載されなかった．国安（1999）は屋久島の南西

に位置する栗生にて水中観察によって確認された

2属 12種を報告した．吉田・本村（2009）は安

房川で採集されたアマミイシモチ A. amboinensis 

Bleeker, 1853 を報告した．Yoshida et al.（2010）

は過去の報告をまとめ標本と水中写真に基づき，

屋久島周辺海域には11属45種が分布するとした．

今回，千葉県立中央博物館分館・海の博物館

における標本調査で屋久島初記録のテンジクダイ

科魚類の標本が新たに 7種見つかったため，追加

報告する．そのうちヒトスジイシモチ Apogon 

fraenatus Valenciennes, 1832とカスリイシモチ A. 

kallopterus Bleeker, 1856は水中写真に基づく報告

のみ（Yoshida et al., 2010）であったが，標本に基

づく屋久島初記録となる．

本研究により屋久島周辺海域には 13属 50種

が分布することが判明した．その内訳は，標本に

基づく 36種，水中写真に基づく 11種，過去の報

告のみ（市川ほか，1992；国安，1999）で水中観

察によって確認された 3種である．

　材料と方法

計数・計測は Fraser（2005）に従った．計測は

顕微鏡下でデジタルノギスを用いて 0.1 mm単位

まで行った．標準体長（standard length）は体長

あるいは SLと表記した．各種のシノニムリスト

には原記載と屋久島からの記録のみを示した．本

報告で用いた標本は千葉県立中央博物館分館・海

の博物館（CMNH），北海道大学大学院水産学研

究科（HUMZ）および横須賀市自然・人文博物館

（YCM）に所蔵されている．

　屋久島産追加テンジクダイ科魚類リスト

Apogon fraenatus Valenciennes, 1832

ヒトスジイシモチ（Fig. 1）

Apogon fraenatus Valenciennes, 1832: 57, pl. 4, fig. 4 

(type locality: New Guinea); Yoshida et al., 2010: 

37, figs. 13A–B (Isso, Yaku-shima Island).
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標本　CMNH–ZF 10807，体長 23.4 mm，鹿児

島県熊毛郡屋久島町一湊タンク下（30°27'17"N，

130°29'29"E）， タ モ 網，2004 年 5 月 12 日；

CMNH–ZF 14262，体長 88.1 mm，鹿児島県熊毛

郡屋久島町一湊（30°27'13"N 130°29'26"E），タモ

網，2005年 10月 31日．

記載　背鰭条数 VII-I，9；臀鰭条数 II，8；胸

鰭条数 14；腹鰭条数 I，5；側線有孔鱗数 24；側

線上方の横列鱗数 2；側線下方の横列鱗数 6；背

鰭前方鱗数 4；尾柄周鱗数 12；総鰓耙数

3+14=17；櫛歯状に発達した鰓耙数 2+9–10=11–

12．尾柄後端中央に黒色斑がある．1本の明瞭な

黒色線が吻端から鰓蓋後縁を経て体側中央を通り

尾柄黒色斑付近まで達する．

固定標本の色彩　体全体は枯草色，尾柄後端

中央に黒色斑がある．吻端から鰓蓋後縁を経て体

側中央を通り黒色斑付近まで 1本の明瞭な黒色線

がある．第 1背鰭第 1棘の鰭膜基部から第 1背鰭

第 5棘の先端にかけて黒色を帯びる．第 2背鰭は

基底付近の鰭膜に黒色素胞が分布する．臀鰭は透

明であるが，基底付近の鰭膜に黒色素胞が分布す

る．胸鰭と腹鰭は透明．尾鰭は透明で上下両葉の

縁辺は黒い．

備考　本種はインド・西部太平洋に広く分布

する（Allen et al., 2005；Randall, 2005）．日本では

三宅島（林 , 2000），八丈島（Senou et al., 2002），

和歌山県（林 , 2000），柏島（平田ほか，1996），

屋久島（Yoshida et al., 2010；本研究），奄美大島

（Kamohara and Yamakawa, 1965），伊江島（Senou 

at al., 2006），沖縄島（吉郷ほか，2005），宮古島

（Senou et al., 2007）および西表島（林・岸本，

1983；吉郷ほか，2001；吉郷・中村，2002）から

報告されている．

ヒトスジイシモチの屋久島における記録は水

中写真に基づくもののみ（Yoshida et al., 2010: 

figs. 13A–B）であったため，本報告は標本に基づ

く本種の屋久島初記録である．

Apogon kallopterus Bleeker, 1856

カスリイシモチ（Fig. 2）

Apogon kallopterus Bleeker, 1856: 33 [type locality: 

Manado, Sulawesi (Celebes), Indonesia]; 国 安 , 

1999: 12 (屋久島町栗生 ); Yoshida et al., 2010: 

38, fig. 15 (Isso, Yaku-shima Island).

標本　CMNH–ZF 15647，体長 82.8 mm，鹿児

島県熊毛郡屋久島町一湊タンク下（30°27'17"N，

130°29'29"E），タモ網，2006年 7月 11日． 

記載　背鰭条数 VI-I，9；臀鰭条数 II，8；胸鰭

条数 14；腹鰭条数 I，5；側線有孔鱗数 24；側線

上方の横列鱗数 2；側線下方の横列鱗数 6；背鰭

前方鱗数 5；尾柄周鱗数 12；総鰓耙数 4+14=18；

櫛歯状に発達した鰓耙数 1+9=10．尾柄後端やや

上方に黒色斑がある．1黒色線が吻端から鰓蓋後

端を経て体側中央を通り尾柄中央まで達する．

固定標本の色彩　体全体は黒色がかった枯草

色であるが，第 2背鰭基底部に鞍掛状に黒色素胞

が密に分布する．尾柄後端やや上方に黒色斑があ

る．吻端から鰓蓋後端を経て体側中央を通り尾柄

中央まで達する 1本の黒色線がある．第 1背鰭全

体が黒色，第 2背鰭は基底付近と先端の鰭膜に黒

色素胞が密に分布する．胸鰭は透明．腹鰭第 1棘

から第 2軟条にかけて黒色を帯びる．臀鰭は透明

であるが，基底付近と先端の鰭膜に黒色素胞が密

に分布する．尾鰭は透明で上下両葉の縁辺は黒い．

備考　本種はインド・西部太平洋域に広く分

布する（Allen et al., 2005；Randall, 2005）．日本で

は八丈島（Senou et al., 2002），小笠原諸島（Randall 

Fig. 1. Preserved specimen of Apogon fraenatus. CMNH–ZF 
14262, 88.1 mm SL, Isso, Yaku-shima Island, Kagoshima, 
southern Japan.
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et al., 1997；林，2000），和歌山県（林，2000），

屋久島（国安，1999；Yoshida et al., 2010；本研究），

伊江島（Senou et al., 2006），沖縄島（吉郷・中村，

2003；吉郷ほか，2005），渡嘉敷島（渡井ほか，

2009），宮古島（Senou et al., 2007）および西表島

（林・岸本，1983）から報告されている．

カスリイシモチの屋久島における記録は水中

写真に基づくもののみ（Yoshida et al., 2010: fig. 

15）であったため，本報告は標本に基づく本種の

屋久島初記録である．

Apogon unicolor Jordan and Snyder, 1901

ハナイシモチ（Fig. 3）

Apogon unicolor Jordan and Snyder, 1901: 749, pl. 33 

(type locality: Yokohama, Japan).

標本　CMNH–ZF 13982，体長 43.7 mm，鹿児

島 県 熊 毛 郡 屋 久 島 町 一 湊（30°27'13"N 

130°29'26"E），タモ網，2005年 10月 31日．

記載　背鰭条数 VI-I，9；臀鰭条数 II，8；胸鰭

条数 14；腹鰭条数 I，5；側線有孔鱗数 24；側線

上方の横列鱗数 3；側線下方の横列鱗数 8；背鰭

前方鱗数 8；尾柄周鱗数 16；総鰓耙数 5+14=19；

櫛歯状に発達した鰓耙数 2+8=10．上顎後端は眼

の後縁に達する．前鰓蓋骨後縁は強い鋸歯状．体

側に模様はない．

生鮮時の色彩　体全体は赤褐色，鱗縁は暗褐

色である．背鰭は黄色がかった赤褐色であるが，

基底付近以外の鰭膜に黒色素胞が分布する．胸鰭

は白色がかった赤色．腹鰭と臀鰭は黄色がかった

赤褐色であるが，後端に黒色素胞がやや密に分布

する．尾鰭は赤褐色で，黒色素胞が密に分布する．

固定標本の色彩　体全体は淡黄褐色，鱗縁は

黒褐色である．吻端と体の背縁には黒褐色素胞が

密に分布する．胸鰭は透明．胸鰭以外の各鰭の黒

色素胞も明瞭に残る．

備 考　Apogon unicolor は Steindachner and Dö-

derlein (1883)によって初めて学名として記載され

たが，彼らは同名義名を A. bifasciatus Rüppell, 

1838の新参異名として扱った．最初に学名とし

て報告されたときに異名であったことから，

Steindachner and Döderlein (1883) の A. unicolor は

学名として適格であるための条件をみたしていな

い（動物命名法国際審議会，2000: 条 11.6）．その

後，Jordan and Snyder (1901) は，A. unicolor を

Döderleinの未公表名（原稿名）として扱い，横

浜から採集された 1標本に基づき A. unicolorを改

めて新種として記載した．したがって，本研究で

は A. unicolor の命名者と原記載を Jordan and 

Snyder (1901)として扱う．

林（1988）はハナイシモチの特徴として第 1

背鰭棘数を 6本と記載したが，同出版物中のアカ

ネテンジクダイ A. talboti Smith, 1961（A. crassi-

ceps Garman, 1903として報告）の記載中では，ハ

ナイシモチの第 1背鰭棘数を 7本とし，6本のア

カネテンジクダイと区別できるとした．その後，

林（2000）もハナイシモチの第 1背鰭棘数を 7本

とした．しかし，A. unicolorの原記載や本研究で

調査したハナイシモチの標本，第二著者が調査し

た標本（下記参照）はすべて 6本であり，上記の

7本という記載は誤りであると考えられる．

ハナイシモチは台湾と日本に分布する（林，

2000）．林（2000）は本種の国内における分布を

神奈川県以南としたが，本報告の第 2著者によっ

て，千葉県鴨川市磯村地先から採集された標本

（CMNH-ZF 12468）がハナイシモチと同定された．

同様に，神奈川県三崎港（YCM-P 42097），静岡

県沼津市若松崎（YCM-P 18879），高知県（HUMZ 

171753）および高知県柏島（YCM-P 29716）から

採集された標本もハナイシモチと同定された．し

たがって本種は千葉県から屋久島にかけての南日

本太平洋岸に広く分布することが示唆される．

Fig. 2. Preserved specimen of Apogon kallopterus. CMNH–ZF 
15647, 82.8 mm SL, Isso, Yaku-shima Island, Kagoshima, 
southern Japan.
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Apogonichthyoides cf umbratilis Fraser and Allen, 2010

和名なし（Fig. 4）

Apogonichthyoides umbratilis Fraser and Allen, 2010: 

45, figs. 2A–D (type locality: between Port Hedland 

and Dampier, Western Australia, Australia, 19°39'S, 

116°22'E).

標本　CMNH–ZF 13824，体長 21.4 mm，鹿児

島県熊毛郡屋久島町一湊（30°27'13"N 130°29' 

26"E），タモ網，2005年 10月 27日．

記載　背鰭条数 VII-I，9；臀鰭条数 II，8；胸

鰭条数 14；腹鰭条数 I，5；側線有孔鱗数 23；側

線上方の横列鱗数 2；側線下方の横列鱗数 6；背

鰭前方鱗数 2；尾柄周鱗数 12；総鰓耙数

4+11=15；櫛歯状に発達した鰓耙数 1+8=9．眼後

部に放射状に伸びる黒褐色線が 3本ある．体側に

7本の不明瞭な暗赤褐色の横帯がある．

固定標本の色彩　体全体は枯草色，頭部と体

の背縁には黒色素胞がやや密に分布する．眼後部

に放射状に伸びる黒褐色線が 3本ある．体側に 7

本の不明瞭な暗赤褐色の横帯がある．第 1背鰭は

黒色素胞が全体的に分布するが，第 3棘から第 5

棘の先端付近は密に分布する．第 2背鰭は基底付

近と先端の鰭膜に黒色素胞が分布する．腹鰭は全

体的に黒色素胞が分布する．臀鰭は透明で，基底

付近と先端の鰭膜に黒色素胞が分布する．胸鰭と

尾鰭は透明．

備考　本種は国外では西部オーストラリア，イ

ンドネシア，ブルネイおよびパラオから記録され

ている（Fraser and Allen, 2010）．日本では高知県

室手（平田，2010）および屋久島（本研究）から

報告されている．

日本における本種の分類学的研究は横須賀市

自然・人文博物館の林　公義氏によって行われて

いる．

Cercamia eremia (Allen, 1987)

サクラテンジクダイ（Fig. 5）

Rhabdamia eremia Allen, 1987: 4, Fig. 2 (type 

locality: South Murion Island, Western Australia, 

Australia, 21°42'S, 114°20'E).

標本　CMNH–ZF 13908，体長 25.1 mm，鹿児

島 県 熊 毛 郡 屋 久 島 町 湯 泊（30°13'43"N，

130°28'30"E）， タ モ 網，2005 年 10 月 29 日；

CMNH–ZF 13980，体長 24.5 mm，鹿児島県熊毛

郡屋久島町一湊（30°27'13"N，130°29'26"E），タ

モ網，2005年 10月 31日．

記載　背鰭条数 VI-I，9；臀鰭条数 II，11–12；

胸鰭条数 10；腹鰭条数 I，5；側線鱗数 23；背鰭

前方鱗数 6；尾柄周鱗数 12；総鰓耙数 3+12=15；

櫛歯状に発達した鰓耙数 1+11–12=12–13．後側頭

骨に顕著な棘を有する．

生鮮時の色彩　体は透明で，淡橙色素が全体

に分布する．頭部には淡橙色素がやや密に分布す

る．背鰭，腹鰭および臀鰭は透明であるが，基底

付近の鰭膜に淡橙色素が分布する．胸鰭は透明で

あるが，淡橙色素がやや密に分布する．尾鰭は透明．

Fig. 4. Preserved specimen of Apogonichthyoides cf umbratilis. 
CMNH–ZF 13824, 21.4 mm SL, Isso, Yaku-shima Island, 
Kagoshima, southern Japan.

Fig. 3. Fresh specimen of Apogon unicolor. CMNH–ZF 13982, 
43.7 mm SL, Isso, Yaku-shima Island, Kagoshima, southern 
Japan. Photo by M. Aizawa.
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固定標本の色彩　体全体は白色，眼上部と後

部に黒色素胞がわずかに分布する．各鰭は透明．

備考　本種はインド・西部太平洋に広く分布

する（Allen et al., 2005）．日本では八丈島（Senou 

et al., 2002），静岡県（Hayashi，1991），和歌山県

（Hayashi, 1991），徳島県（藍澤・瀬能，1991；

Hayashi, 1991），屋久島（本研究），奄美大島

（Hayashi, 1991），瀬底島（Hayashi, 1991），沖縄

島（ 吉 郷 ほ か，2001）， 伊 江 島（Senou et al., 

2006），宮古島（Senou at al., 2007）および西表島

（Hayashi, 1991）から報告されている．

Fowleria vaiulae (Jordan and Seale, 1906)

シボリダマシ（Fig. 6）

Foa vaiulae Jordan and Seale, 1906: 249, fig. 43 (type 

locality: Apia, Upolu Island, Western Samoa).

標本　CMNH–ZF 13816，体長 36.7 mm，鹿児

島 県 熊 毛 郡 屋 久 島 町 一 湊（30°27'13"N 

130°29'26"E），タモ網，2005年 10月 27日．

記載　背鰭条数 VII-I，9；臀鰭条数 II，8；胸

鰭条数 13；腹鰭条数 I，5；側線有孔鱗数 10；側

線上方の横列鱗数 2；側線下方の横列鱗数 6；背

鰭前方鱗数 5；尾柄周鱗数 12；総鰓耙数

3+12=15；櫛歯状に発達した鰓耙数 5 ．側線は不

完全で第 2背鰭下までしか達しない．主鰓蓋骨上

方に黒色円斑がない．眼後部に放射状に伸びる黒

褐色線が 3本ある．体側に 7本の不明瞭な暗赤褐

色の横帯がある．

固定標本の色彩　体全体は淡黄色，頭部と体

の背縁には黒色素胞がやや密に分布する．眼後部

に放射状に伸びる黒褐色線が 3本ある．体側に 7

本の不明瞭な暗赤褐色の横帯がある．

備考　本種はインド・西部太平洋に分布する

（Gon and Randall, 2003; Randall, 2005）．日本国内

では徳島県以南（林，2000），屋久島（本研究）

および宮古島（Senou et al., 2007）から報告され

ている．

本研究では Gon and Randall (2003)に従い，シ

ボリダマシの学名を Fowleria vaiulaeとした．

Gymnapogon philippinus Herre, 1939

ナンヨウクダリボウズギス（Fig. 7）

Gymnapogon philippinus Herre, 1939: 200 (type 

locality: tidepool at Nasugbu, Batangas Province, 

Luzon, Philippines).

標本　CMNH–ZF 13983，体長 25.9 mm，鹿児

島 県 熊 毛 郡 屋 久 島 町 一 湊（30°27'13"N 

130°29'26"E），タモ網，2005年 10月 31日．

記載　背鰭条数 VI-I, 9；臀鰭条数 II, 8；胸鰭条

数 14；腹鰭条数 I, 5；総鰓耙数 5+8=13；櫛歯状

に発達した鰓耙数 1+8=9．前鰓蓋骨に 1本の棘が

ある．体表に鱗はない．

生鮮時の色彩　体全体と各鰭は透明．

固定標本の色彩　体全体は白色，各鰭は透明．

備考　本種は西部太平洋に広く分布する（林，

2000）．日本国内では，屋久島（本研究），沖縄島

および西表島（林，2000）から記録されている．

ナンヨウクダリボウズギスは屋久島で採集さ

Fig. 5. Fresh specimen of Cercamia eremia. CMNH–ZF 13908, 
25.1 mm SL, Yudomari, Yaku-shima Island, Kagoshima, 
southern Japan. Photo by M. Aizawa.

Fig. 6. Preserved specimen of Fowleria vaiulae. CMNH–ZF 
13816, 36.7 mm SL, Isso, Yaku-shima Island, Kagoshima, 
southern Japan.
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れた本標本 1個体によって，従来の報告より約

430 km北限を更新した．
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